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平成22年11月24日 

各  位 
長野県東御市滋野乙２１８２番地３ 
株式会社ミマキエンジニアリング 

                                                  代表取締役社長  池田 明 
（ＪＡＳＤＡＱ コード番号：６６３８） 

問い合わせ先 総務部長 小林 修 
電話：０２６８－６４－２２８１（代表） 

 

審決取消事件の判決に関するお知らせ 
 

当社が平成20 年11 月７ 日付けの「訴訟の提起に関するお知らせ」に公表いたしましたとおり、「グラ

フテック株式会社」及びその持株会社である「あいホールディングス株式会社」（両社を合わせて以下、「同

社」という。）に対し、当社特許（特許番号：特許第3589441号、「カッティングプロッタと該プロッタを用

いたシール材のカット方法」（以下「当該特許権」という。））に基づき、特許権侵害行為の差止と損害賠償

を求める訴訟を東京地方裁判所に提起し係争中であります（事件番号：平成20年（ワ）第32096号）。 

これに対し同社は特許庁に対して当該特許の無効審判請求を行い、特許庁より当該特許を有効とする旨の

審決を受けた後、それを不服として、知的財産高等裁判所に対し審決取消の訴えを起こしておりましたが、

本日(平成22年11月24日)知的財産高等裁判所において、審決取消訴訟につき同社の請求を棄却する旨の

判決がなされましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．審決取消請求事件の概要 

(1)審決の表示 

    請求人   グラフテック株式会社及びあいホールディングス株式会社 

    被請求人  当社 

    事件番号  無効2009-800051 

    審決    「本件審判の請求は、成り立たない。審判費用は、請求人の負担とする。」 

(2)審決取消請求事件の表示 

   原告    グラフテック株式会社及びあいホールディングス株式会社 

   被告    当社 

   事件番号  平成22年（行ケ）第10072号 

   判決    「原告らの請求を棄却する。訴訟費用は原告らの負担とする。」 

 

２．これまでの経緯 

(1) 平成20年11月７日 当社より、グラフテック株式会社及びあいホールディングス株式会社に対し、

当社特許（特許第3589441号）に基づき、特許権侵害行為の差止と損害賠償

を求める訴訟を東京地方裁判所に提起（事件番号：平成20年（ワ）第32096

号）。 

(2) 平成21年2月27日 グラフテック株式会社及びあいホールディングス株式会社から特許庁に対

し、当社特許（特許第3589441号）の無効審判請求（無効2009-800051）。 

(3) 平成22年1月21日 特許庁より、当社特許（特許第3589441号）を有効とする審決。 

(4) 平成22年3月2日 グラフテック株式会社及びあいホールディングス株式会社から知的財産高等

裁判所に対し、当社特許（特許第 3589441 号）を有効とする審決（無効

2009-800051）の審判取消訴訟を提起（事件番号：平成22年（行ケ）第10072

号）。 
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(5) 平成22年７月9日 当社は、損害賠償請求金額を9億4190万9275円から43億5000万円に変更

（事件番号：平成20年（ワ）第32096号）。 

(6) 平成22年11月24日 知的財産高等裁判所において審判取消訴訟（事件番号：平成22年（行ケ）第

10072号）につき原告らの請求棄却の判決。 

 

３．今後の見通し 

 上記の通り、特許権侵害行為の差止と損害賠償を求める訴訟（事件番号：平成20年（ワ）第32096

号）については、引き続き係争中でありますが、今回の知的財産高等裁判所の判決によって当社特許

（特許第 3589441 号）が有効である旨判断されており、今後も当社の正当性を主張する考えでありま

す。 

 なお、当社の提起した特許権侵害行為の差止と損害賠償を求める訴訟（事件番号：平成20年（ワ）

第 32096 号）の後に、グラフテック株式会社より当社に対し、当社の製造、販売した製品の一部が、

グラフテック株式会社が平成20年１月11 日まで有していた特許権を侵害するものとし、これについ

て損害賠償等の支払いを求める訴えの提起（事件番号：平成21年（ワ）第2659 号）を受けておりま

すが、こちらについても引き続き係争中であります。 

 いずれの訴訟につきましても、現時点では当社の業績に与える影響を予測することは困難であると

認識しております。今後、それぞれの訴訟の進展に伴い、必要な事項を適宜お知らせいたします。 

 

以 上 

 


